
 

 

本泉寺納骨堂管理規約 

（目的） 

第１条 本泉寺の納骨堂は，宗教法人本泉寺の目的に賛同する者の使用に供す

るものとする。 

（所有管理） 

第２条 納骨堂及び納骨壇は，宗教法人本泉寺が所有し，代表役員又はその代

務者（以下「管理者」という）が管理する。 

（使用許可） 

第３条 納骨壇の使用者（以下「使用者」という）は，使用者本人または納骨

する遺骨の主が宗教法人本泉寺の檀家である者に限り，本規約の手続に従

い，管理者の許可を得なければならない。 

（使用目的） 

第４条 納骨壇は，遺骨（焼骨）又は管理者が認めた関連遺品以外の物を収納

する目的には使用できない。 

（儀式等） 

第５条 納骨堂内に於ける儀式及び行事は，日蓮宗本泉寺の法式により行う。 

（山納金） 

第６条 使用者は，別に定める様式の納骨壇使用許可書申請書に，所定の山納

金（冥加金及び永代管理料）を添えて提出し，納骨壇使用許可書の交付を

受けなければならない。但し，山納金はいかなる理由によってもこれを返

還せず，また，追加納付を要しない。 

（期限） 

第７条 使用者は，期限の定めなく納骨壇を使用できる。本納骨堂を収容する

建築物又は納骨壇を建替え等により移設される場合も引き続き使用でき

る。 

（許可書再交付） 

第８条 使用者は，納骨壇使用許可書を紛失又は著しく汚損したときは，別に

定める様式の納骨壇使用許可書再交付申請書を提出し，再交付を受けるも

のとする。 

（位置指定） 

第９条 納骨壇の位置は原則として管理者が指定するものとし，使用者は納骨

壇の原状を変更してはならない。 



 

 

（納骨保管願） 

第 10 条 使用者は，管理者に対し，納骨する都度，別に定める様式の納骨保管

願に，火葬（改葬）許可書を添えて提出するものとする。 

（住所変更届） 

第 11 条 使用者は，住所又は連絡先に変更があったときは，速やかに管理者に

届け出なければならない。 

（承継） 

第 12 条 使用者の相続人又は遺族は，単身又は複数で，別に定める様式の納骨

壇使用承継願に，納骨壇使用許可書及び相続等を証する適当な資料を添え

て管理者に提出し，その承諾を得ることにより，前使用者が得た納骨壇使

用許可書の限度で，使用者として納骨壇の使用を承継できる。 

（使用許可取消） 

第 13 条 管理者は，次の場合は使用許可を取り消すことができる。 

１ 使用者が，この規約に違反した場合 

２ 使用者が，管理者の承諾を得ず，その権利を第三者に譲渡又は転貸し

た場合 

３ 使用者が，納骨壇を目的以外の用途で使用した場合 

４ 使用者が，５年間音信不通となった場合 

（許可書返還） 

第 14 条 使用許可が取り消されたときは，使用者は，速やかに収蔵している遺

骨等を引き取り，納骨壇使用許可書を返還しなければならない。 

（永代供養） 

第 15 条 管理者は，使用者から無縁の届出がなされたときは，永代供養として

合葬等の方法を取ることができる。使用者が死亡して５年経過してなお承

継がなされず，又は，使用許可が取り消された後も遺骨を放置していると

きも無縁とみなし，同様とする。 

（規約外事項） 

第 16 条 本規約の定めのない事項は，管理者においてこれを定める。 

（改正） 

第 17 条 本規約の改正は，宗教法人本泉寺の責任役員会の議決を経て行う。 

以上 
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